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高
尾
山
薬
玉
院
文
書
の
第
二
巻
は
ｙ
第
一
巻
に
引
き
続
き
、
末
寺
関
係
、

寺
院
行
事
関
係
、
信
仰
関
係
の
三
項
目
の
文
書
を
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

先
に
刊
行
し
た
「
文
書
目
録
」
に
よ
る
と
、
薬
王
院
に
お
い
て
は
末
寺
関
係

が
五
七
六
点
、
寺
院
行
事
関
係
が
五
二
点
、
信
仰
関
係
が
一
○
七
点
を
所
蔵

し
て
い
る
。
こ
の
度
の
二
巻
に
は
、
そ
の
中
か
ら
寛
永
九
年
（
一
六
一
一
一
二
）

か
ら
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
に
至
る
文
書
の
う
ち
、
年
未
詳
を
含
め
て

一
六
一
一
一
点
、
寺
院
行
事
関
係
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
か
ら
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
に
至
る
間
で
年
未
詳
を
含
め
て
二
四
点
、
信
仰
関
係
は
寛
政

二
年
（
一
七
九
○
）
か
ら
明
治
二
一
一
一
年
（
一
八
九
○
）
に
至
る
間
で
年
未
詳

を
含
め
て
二
八
点
、
合
わ
せ
て
二
一
五
点
を
選
択
収
録
し
て
い
る
。

高
尾
山
薬
王
院
は
、
塵
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
寺
領
朱
印
高
七
五
石
が

確
定
し
た
が
、
や
が
て
本
末
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
一
七
か
寺
の
門
末

寺
院
に
よ
る
、
薬
王
院
を
本
寺
と
す
る
末
寺
関
係
が
成
立
し
た
。
門
末
寺
院

は
現
在
の
東
京
都
八
王
子
市
に
九
か
寺
、
神
奈
川
県
城
山
町
に
四
か
寺
、
神

奈
川
県
相
模
原
市
に
三
か
寺
、
東
京
都
町
田
市
に
一
か
寺
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
末
寺
関
係
の
文
書
の
内
容
は
多
様
で
あ
り
、
本
寺
薬
王
院
を

法
政
史
学
第
四
十
三
号

『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
二
巻
の
刊
行中
心
と
し
た
木
末
関
係
と
共
に
、
組
寺
・
隣
寺
の
名
称
に
よ
っ
て
独
自
の
地

域
的
な
結
合
が
ゑ
ら
れ
、
ま
た
、
各
門
末
寺
院
は
村
方
在
住
の
檀
家
の
世
話

人
・
惣
代
を
通
し
て
地
域
社
会
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
、
本
末
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
未
組
織
の
形
成
過
程
を
示

す
文
書
、
新
末
寺
や
寺
格
に
関
す
る
文
普
、
談
林
と
会
下
の
門
末
寺
院
に
関

す
る
文
書
、
本
寺
（
薬
玉
院
）
と
末
寺
・
門
徒
及
び
そ
の
関
連
を
示
す
文

書
、
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
な
ど
と
末
寺
の
関
係
を
示
す
文
書
、
住
職
の
就

任
・
交
代
や
無
住
寺
に
関
す
る
文
書
、
寺
院
境
内
に
お
け
る
一
件
や
寺
院
と

檀
家
・
村
方
と
の
関
係
を
示
す
文
書
な
ど
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

寺
院
行
事
関
係
に
お
い
て
は
、
弘
法
大
師
八
五
○
年
忌
、
九
○
○
年
忌
、

九
五
○
年
忌
、
一
○
○
○
年
忌
法
会
に
つ
い
て
の
関
係
文
書
を
中
心
に
、
報

恩
識
、
花
水
供
料
寄
付
状
、
法
事
出
席
依
頼
、
追
編
法
要
な
ど
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
信
仰
関
係
は
護
摩
識
、
護
摩
祈
祷
、
謎
摩
供
修
行
、

護
摩
料
奉
納
、
護
摩
札
な
ど
を
中
心
に
開
帳
類
や
講
衆
連
名
帳
、
寄
付
状
な

ど
の
関
連
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
巻
に
お
い
て
は
、
三
項
目
の
文
書
を
収
録
し
た
が
、
形

一

一

一

四
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薬
王
院
文
書
は
、
次
の
第
三
巻
を
割

て
い
る
。
こ
の
薬
王
院
文
書
の
解
明
』

さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

重
夫
氏
が
当
た
ら
れ
た
。

式
や
配
列
に
つ
い
て
は
第
一
巻
に
準
じ
、
ま
た
、
一
点
ご
と
に
標
題
を
掲
げ

る
と
共
に
、
巻
末
に
は
収
録
文
書
の
解
説
（
執
筆
は
本
末
関
係
Ⅱ
村
上
直
、

寺
院
行
事
関
係
・
信
仰
関
係
Ⅱ
馬
塲
憲
二
を
記
し
、
文
書
の
内
容
が
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
本
末
組
織
は
、
江
戸
幕
府
の
強
力
な
宗
教
統
制
の
下
に
、
宗

義
的
な
結
合
を
基
幹
と
し
な
が
ら
地
方
的
な
本
未
組
織
が
成
立
し
た
と
ふ
る

こ
と
が
で
き
る
。
元
禄
期
に
な
る
と
寺
院
は
す
べ
て
本
末
関
係
に
組
承
入
れ

ら
れ
、
末
端
の
末
寺
か
ら
小
本
寺
、
中
本
寺
と
層
序
を
重
ね
て
本
山
に
至
る

寺
院
体
系
が
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
高
尾
山
薬
王
院
も
、
こ
う
し
た
過

程
の
な
か
で
本
寺
（
薬
王
院
）
Ｉ
末
寺
関
係
も
明
確
に
な
る
が
、
近
世
的
な

寺
院
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
史
料
が
第
二
巻
に
は
数

多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
第
二
巻
の
調
査
団
の
構
成
は
、
委
員
に
村
上
直
（
団
長
）
・
関
口

恒
雄
・
安
岡
昭
男
・
段
木
一
行
の
四
教
授
と
馬
場
憲
一
講
師
、
調
査
員
は
河

野
朝
子
・
新
城
美
恵
子
（
本
学
大
学
院
修
了
）
・
竹
内
総
子
（
元
本
学
聴
講

生
）
・
平
沢
信
子
（
本
学
大
学
院
修
了
）
・
堀
田
ト
ヨ
（
本
学
通
教
卒
業
）
・

真
野
糸
つ
子
・
光
石
知
恵
子
の
セ
氏
で
あ
る
。
そ
れ
に
事
務
局
に
は
長
谷
川

『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
二
巻
の
刊
行

文
書
は
、
次
の
第
三
巻
を
も
っ
て
、
一
応
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ

こ
の
薬
王
院
文
書
の
解
明
に
よ
っ
て
、
寺
院
関
係
の
研
究
が
促
進

（
文
責
・
村
上
直
）

【
会
員
編
著
書
抄
】

村
上
直
共
編

『
藩
史
大
事
典
」
中
国
・
四
国
編

雄
山
閣

『
藩
史
大
事
典
」
史
料
・
文
献
総
覧
・
索
引
雄
山
閣

『
徳
川
家
康
事
典
』

新
人
物
往
来
社

村
上
直
編

『
日
本
海
地
域
史
研
究
』
第
一
○
輯
文
献
出
版

『
日
本
海
地
域
史
研
究
』
第
二
輯
文
献
出
版

齊
藤
勉
著

『
地
下
秘
密
工
場
中
島
飛
行
機
浅
川
工
場
』

の
ん
ぶ
る
舎

新
藤
東
洋
男
著

『
甲
斐
路
の
夜
明
け
ｌ
「
信
玄
旗
掛
松
事
件
」

と
そ
の
社
会
的
背
景
ｌ
』

創
研
出
版

一一

一一

一

五

平
成
二

平
成
二

平
成
二

平
成
二

平
成
二

平
成
二

平
成
二
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